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エプレーモフの世界と教育
現代のユートピア思想と教育についての覚書
児嶋文寿
Efremov's W orld View 
and His Educational Thought 
-Notes on the Modern Utopia Thought and Education-
Fumitoshi KOJIMA 
1. A. Efremov was a Soviet Russian writ巴rand paleontologist. In his scIence五ctIonancl 
social-philosophical novel The Andromeda Nebula， he described the picture of the future Utopia 
world 
The Utopia has usually its educational system， he also thought it as a important factor of 
the social system. Efremov's Utopia and its educational system are his summary of the tradi-
tional thoughts of the Utopia and his world view. 
序
ソビエトの著名な古生物学者であり，かっその分野の
学問研究の第一線を退いてからは， S F小説の分野での
中心的存在となったll.A.エフレーモフリは，彼の代表
的作品『アンドロメダ星雲j2)において，高度に発展した
未来の人間社会を描き出した。『アンドロメダ星雲jは，
社会的，哲学的作品でもあるといわれるように，彼はそ
こで，多くの人間や社会に関する問題を提起した。小論
は，それらの問題を，人間の教育という観点から検討す
るための手続きとして，その社会像と教育像，そして，
それを生みだした思想的基盤を明らかにしようとするも
のである九
現代のユートピア構想を生む条件をもつものとして
は， S F小説として総称される空想科学小説の類がもっ
ともかなっていると思われる。だが西欧を中，心心とするS
F小説に描カかミれる未来社会
トピアの性格をもち，世紀未といわれるベシミスティッ
クな現状を反映してか，現代社会への不安，失望そして，
その上に立つ批判しか提起していなし、。そのようななか
で，エフレーモフは，理想社会を，人間の理性とそれが
生み出す科学・技術の発達に限りない信頼をもち，楽天
的にかつ，確信をもって描き出した。彼の代表作『アン
ドロメダ星雲』は，唯一といっていい，現代のユートピ
ア思想である。ところで現代において，ユートピアの思
想が思想として成立しがたいのには，それなりの事情が
ある。 トマス・モア以来の伝統的ユートピア思想は，資
本主義社会・資本主義体制に対する批判と改革の要求で
あった九伝統をなしてきたそれらの改革の要求は，その
後，科学的社会主義の創始者達により，そのような理想
的社会をめざす理論のうちに，解決の青写真を与えられ
たからであるぺ伝統的なユートピア思想は，その成立の
基盤を失ったといわねばならない。
だが， これらのユートピア思想が，近代思想の初めに
かかげた理想的な社会状態についての空想的描写がJ空
想から科学」への道をたどり，長く民衆の支持をえ，彼
等の運動のなかに理想として引きつがれ，実現への青写
真を導いたとすれば，現代のユートピア思想は，伝統的
なものにかわる，質的に新しい理想をかかげ，かつ新し
い性格を備えたものでなければならないであろう。その
ような質的に変化しえたユートピアは，再びユートピア
思想の意義を獲得しうるであろう。
問村7)は，その著『ユートピアと食生活Jのなかで，エ
プレーモフの『アンドロメダ星雲』をとりあげている。
そして，他にみられない特徴として，彼のユートピアは，
けっして完成し，安定した社会として描かれていないこ
とをあげている。ユートピアの思想は，そのほとんどす
べてが，進歩や変化に対しては否定的であるが，エプレ
ーモフは，時間を敵視せず，それを味方としているので
ある。だが彼は，自然主義者でもなく，単純な科学技術
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万能主義でもなく，また社会組織の進歩がすべてに優先
するとし、う便宜的な考え方をもっているわけで、はない。
時間の経過のなかで，彼のユ トピアは，徐々に，実現
されていくのである。
*々と福島町主，科学小説を説明しながら，ウェノレズが，
やがて科学の未来，科学の進歩，発展に伴う社会生活の
変遷，道徳の変化，人類の進化などの問題が， この分野
の小説の中心課題となることを見抜き実績をあげたこと
を評価し，そのような方向での発展を， このシャンノレの
課題としている。エプレーモフの『アンドロメダ星雲J
や，他の作品にみられるモチ フは，まさにそのような
ものであり，先の田村氏もいうように，それらのなかで，
「未来の人間の理想」に取り組んでいるのである。
『アンドロメダ星雲』は，筆者自身がのべているよう
に，先に述べた西欧を中心とする多くのベシミスティッ
クなSF小説に対して， I純粋に論争的Jな執筆の動機を
もっており，それらに，彼の未来についての考え方を対
置したものなのである。
伝統的なユ トピアの理想を実現する青写真を社会
的。現実的な手段と共にもつ社会体制に身を霞く人聞が，
時を味方とし，科学小説の本来のジャンノレ的課題にそい，
しかも，論争的に描き出したユ トピアとその思想的基
盤を明らかにすることは，現代のユートビアを考えるう
えでも興味深いことである。
さらに，衆知のように，いままでのユ←トピア構想は，
ほとんどすべてが，その社会における教育の構想、をもも
っている 9)。なぜならば，ユ トピア社会の教育は，理想
的な社会体制が，それによってよき人間性を再生するゆ
えに再生産できるとしづ主張の保障であり，従って，教
育による人間の手写生産は，いわばユートピアを実現する
鍵だからである。従って，ユートピア思想は，常にその
社会の必須の構成部分として教育の制度をもっているの
である。その意味でユートピアは，教育のユートピアで
あり，子どもにとってもその教育はユートピアでなけれ
ばならない。現代のユートピアの灯は，伝統的なものが
そうであったように，教育の未来にかかわる課題を，再
び掲げるにちがし、ない。元来，教育とし、う営為自身，ユ
ートピア的性格をもつものである。
序でもふれたように， rアンドロメタ星雲』を書く動機
を，エプレーモフは，それが純粋に論争的なものであっ
たと述べている。
「当時，わたしは，現代の西欧の，それも主としてア
メリカのSFを20冊近くもたてつづけに読んだ。その結
果，わたしは未来についての自分の考えを述べ，自分の
考える未来を文学のなかに描き出して，哲学的にも社会
科学的にも根拠薄弱なそれらの本の未来観を対置させた
いというはっきりした欲求を執助に感ずるようになっ
た。j'O)
こうして，彼は，宇宙戦争の結果としての人類の滅亡，
あるいは，未来数万年にわたって資本主義が銀河系金体
をおおいつくすというテーマをもっ多くのSFに，1さま
ざまな宇宙文明間の友好的な接触という考えjll)を対置
して論争をいどむ。このような創作の動機が，彼の作品
を，単なる娯楽読物から区別し，社会的，哲学的な問題
を提起するものとしているが，そこで対置されている人
類の数千年後の未来社会は，どのようなものであろうか。
エフレ モフは，この作品のなかに，若い女性の歴史
学者ヴェ ダ。コングを登場させて，そこに至るまでの
人間の歴史を説明している。まとめるとそれは次のよう
になる。(番号は筆者が便宜的につけた。また( )内は，
明白に書かれてはいないが，文脈より予想されるもので
ある。〕
1. I世界分離時代J
古代，中世暗黒時代，資本主義時代， (社会主義時代，
共産主義時代〕
2. I世界再結合時代」
世界連邦期，多言語期，エネルギー統合期，共通語
創造期
3. I全般的労働時代」
物品単純化時代，改造時代，第一次潤沢時代，宇宙
時代
4. I大宇宙連合時代」
各々の時代について，概要を以下に述べる。
1. I世界分離時代j，この時代の末期に人類は，彼等
の不幸のみなもとが，大普から自然、発生的に形成さわして
きた社会の仕組みにあること，人類の未来のすべては労
働にあること，抑圧から解放された人間達の一致団結に
あること，科学と科学的基礎に立った社会の再編成にあ
ることを理解するに至る。そして世界全体，古い資本主
義国家群と新しい社会主義国家群との経済体制を異にす
る二つの陣営にわれ，原子力の開発と古い体制を擁護し
ようとする人びとのために，人類全体が破滅の淵に追い
こまれかけた。その後，窮極において新しい社会体制は
勝利するが，それは社会意識の養成が立遅れたためかな
りとどこおった。しかしこの体制は，様々の，特に思
想闘争の，またその過程での間違い等の図難を乗りこえ，
着実に地球全体に広がり，やがて，すべての民族や人種
が単一の友情にあふれる知的な家族に結合する。
2. I世界再結合時代j，社会発展のテンポがますます
速くなって，自然に対する人間の権力が急、速に増大する。
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人びとは，労働が自然との絶え間ない闘いや，困難の克
服や，科学や経済等の新しい問題の解決と同じように幸
福そのものであることを理解するようになる。サイバネ
ティックスの発展，および個人個人の体育〈中H3HQeCKOe
BOCIlIlTaHHe)の向上によって，人聞は職業の変更がたやす
くできるようになり，他の専門をすばやく身につけて，
労働活動に無限の多様性をもたせ，労働のなかにますま
す多くの喜びを見出すことができるようになる。芸術が
社会による教育 (06出EロBeHHoroBOCIlHTaHlllI)と生活組織
の分野で非常に大きな役割を果すようになる。
3. I全般的労働時代j，人類史のなかで，もっとも輝
やかしい時代。電気を濃縮化する方法が発明され，巨大
な容量をもっ蓄電装置と，小型ながら強力な電気モータ
ーが開発され，大規模な技術革命がもたらされた。人聞
の日常生活品を単純化することが行われる。地球の居住
地帯と工業地帯にはじまる全面的な配置がえが行われ
る。両極の氷冠を溶かし，亜熱帯地域が二倍に拡大され
る。地球の30度の緯線に沿って都市居住地域が，北半球
のその北倶uには，牧草地とステップが広がり，無数の家
畜が放牧される。北半球の居住地帯の南部と南半球の居
住地帯の北部は，すべて公閣とされる。熱帯地方では，
植物性食品および木材の生産を行う。また螺旋鉄道が地
球全体をとりまき，海峡に巨大な橋がかけられ，あらゆ
る大陸がつなげられる。
4. I大宇宙連合時代j，人類の歴史上での新しい時代，
平行光束を利用することによって，宇宙全体と恒常的に
連結をたもつことが可能となる。映像受信の発達により，
地球と違った道をたどりながらも思考の発展の水準の点
で，人間と同じ程度に発達した理性生物のいる他の感星
からの放送をキャッチし，空間と時聞にへだてられなが
らも，理性による偉大な力の連合に地球も結ばれる。
ヴェーダの語る地球人類の歴史は，分離の時代を経て
人類が再結合し，宇宙の他の理性的生物と連合し，人類
の歴史での新しい時代に入るというものである。
エフレーモフがヴェーダに語らせた歴史の道筋のなか
に，多くの過去のユートピア思想家が提起した，社会制
度の問題，労働の問題が解決されているのをみることが
できる。
なお，このような世界を統括する政治的組織について
は詳しくふれられていないが，ふれられている限りで下
記に記す。
最高中枢は，人間の生存の唯一の現実的な基礎である
経済をつかさどる「経済委員会」であり，委員会は，そ
の諮問機関として，人間の幸福の総和を増大させること
を目的とする「悲しみと喜びのアカデミーj，そして， I生
産アカデミーj，I未来予告アカデミーj，I労働精神生理
学アカデミーj(労働を変更し選択するための「職業紹介
ステーション」は，このもとにある。〉等をもっている。
他に「極限知識アカデミーj，I{名誉と権利〉擁護委員会」
があり，そして，傍系として「宇宙委員会」が， I指向放
射アカデミー」と「大宇宙連合対外ステーション」をも
ち，宇宙への人間の活動と大宇宙連合との交渉にたずさ
わっている。
さて，自然発生的な社会の組織を克服し，世界連邦を
達成，共通語を創造し，大宇宙連合の一員として，経済
委員会の抑制のもとに，他の宇宙文明との直接の接触を
志す時代の人びとの人間像は，どのように構想されてい
るのだろうか。「美は，構造の合目的性，つまり一定の使
命に対応する適応が本能的に知覚されたものなのだ。し
たがって使命が多面的であればあるほど，形は美しくな
る。j121と考えるエプレーモフにあっては，未来の人聞は
疑いもなく調和のとれた人間である。未来の人間は，緊
張を要する知的労働に従事せざるをえないため，さらに
力強く，さらに大きくなり，美しくなる。女性たちも，
社会の構成員として，圧迫や権利の制限から完全に解放
されているため，感情を表明することにおいても完全に
自由となる。人間たちは，いつもそれぞれにとって興味
深い仕事に熱中したり，多面的な知的活動や肉体的活動
に従事するようになり，その生活は，時聞がたりなくて
困るぐらい充実したものとなると考えられている。
以上のエフレーモフの将来の社会についての描写は，
ヴェーダの語る第ーの時代の例をあげるまでもなく，明
白に科学的社会主義の創始者の立場にたつ予想恨ので
あることは明らかである。第1の時代以降の発展の歴史
が，どのような螺旋状の道をたどっているのか例証する
ことは難かしいが， I世界分離時代」と「世界再結合時代」
の区分は，興味あるものと言わねばならない。
科学的社会主義の創始者達も，ヴェーダ・コングのい
うように共産主義のもとで，はじめて人間は自然と社会
の完全な意味での意識的な支配者となりうることを述べ
た。だが彼等も，その社会体制を人類発展の最終目標と
したわけではなかった。「共産主義はもっとも近い将来の
必然的形態であり，エネノレキeツシュな原理 [das ener-
gische Prinzip)である。しかし共産主義は，そηような
ものとして，人間的発展の到達目標 人間的な社会の
形姿ではない。」叫すなわち，人間の社会の自然史的過程
のとりあえずの終了であり，それは，人聞の意識的な歴
史の「本史」叫のはじまりにすぎないのである。エフレー
モフの描く第2の時代以後の歴史こそが，実は人類が「必
然性の国」から「自由の国へ」同の道をたどる，人類の歴
史の本史なのであり，新たな真実の歴史の出発点以後の
社会の道程の予想であり，彼のユートピアなのである。
64 児嶋文寿
この世に存在するものは，すべて螺旋状の道をたどっ
て進歩し発展する。そして，それは生命と人間社会の発
展に適応しうると考えるエプレーモフの自然科学者とし
ての実証的確信と社会科学の結合を見ることができる。
他のユートピアと同様に， I大宇宙連合」時代の地球人
は，教育にたいして，きわめて深い関心をもち，配慮を
おこたらない。
科学的な仕組みを持つ完全な社会形態は，単に生産力
の量的な蓄積だけで達成することはできない，質的に新
しい段階なのである。そして新しい社会関係は，新しい
社会を抜きにして新しい人間が考えられないのと同様に
新しい人聞を抜きにしては考えられない。従って人間と
社会全体の発達には相関関係があり，各々の人間がその
社会の構成要素として精神的環境を高めれば，社会もま
た人聞を高める。従って社会の運命は，その社会を形成
している人びとできまるし社会は，経済構造とともに，
その社会の構成員の道徳的・思想的発展をそのままあら l
わすものである。従って，人間の教育と，人間の精神的@
肉体的発達は社会の主要な任務なのである。
このような社会の進歩と人聞の発達の弁証法的な関係
の理解のうえに，この時代には，各人のもつ欠陥は遺伝
的なもの，あるいは生得的なものとして片付けられたり，
人間の育成や教育が無計画になされた歴史的な経験が克
服され，特別な訓練を受け，特別に選び出された教育者
たちの集団が，その社会にふさわしい人聞をつくり出す
ことに努力している。母親達は，世界中の人びとが自分
の子どもを可愛がってくれるということを知っており，
気遣いじみた母性愛は見当らない。さらに，素行の悪い
人間があらわれれば，それは社会全体の欠陥，それを生
み出した社会集団の重大な失敗とみなされる。このよう
に， この社会においては，教育は，社会の主要な活動の
一つであり，かっその意味でも共同の大事業なのである。
この時代の子ども達のための学校制度とそれをとりま
く社会の教育的システムを，学校についての部分的描写
をたどりながら，次にみてみよう。
学校制度
第O期学校 I 歳~5 歳
第 I期学校 5 歳~9 歳
第I期学校 9 歳~13歳
第II期学校 13歳~17歳
ヘノレグレス 中等教育を終了する条件のーっとし
の偉業 て，大人にまじって働きながら， 12の
(3年間〕 課題を遂行し自分の興味と才能がど
のようなものか最終的に知る。 12の課
題をなしとげたものは，高等教育機関
にはいる資格を与えられる。
高等教育 この教育を終了すれば，自分の選んだ
( 2年間〕 分野で自主的に研究する権利をえる。
( 5つないし 6種の高等教育を受ける
ことができる。〕
学校制度は，以上のようであると考えられるが(予想
の部分を含む，部分的措写から筆者が再構成した。)，こ
の学校の教育には，社会の成員全体が並行して，参加・
関与するシステムをもっている。
大人は， Iへノレクレスの偉業」の指導教官〔先輩の助言
者〕の役割を果たすことになっているし，第II期の学校
教育を受けている生徒達は，第1， I期の生徒の勉強や
しつけの面倒をみることになっている。
さらに，子ども達は，すべて海岸で育てられることに
なっており，学校は，北半球の海岸に設置されている。
子どもは，各々の期毎に別の場所で勉強できるよう，他
の場所に移動する。これは，自然に対する感情をつちか
い， 自然との繊細な交流を深めさせるためて、あり，生徒
達の感覚の低下を防ぎ，知覚を鋭くし，教育効果をあげ
るための配慮でもある。
授業は，天候が良ければ，通常草原の木立の下で行わ
れ，教育内容は，たえず新しいものを捨てて，いつも一
番新しいものを生徒に与えるようにされている。
そして， どの期の学校も，普通の学科の授業は，労働
の授業と交互に行われることになっている。具体的な例
として， I光学ガラスの研磨」をみることができる。
歴史や地理の授業も労働と結びつけられて総合的に学
習されてL、る。生徒達は，石器時代の人びとを真似て，
その時代の斧を使い，船をつくっている。計画では，夏
休みに，その船を使いカノレタコの遺跡を見学しに行くこ
とになっている。
矢川|同は， 卜ーマス。モアの『ユートピアJを分析しな
がら「ユ←トピア的教育の三原則」を労働をとおしての
人格形成という理念を主軸として，①ー教育実践の面で
は，知識・技術の教授と労働実践の結合，②.教育制度
の面では全児童が就学する公教育と職業の自由選択の結
合，③.社会体制の面では，私有財産制jの廃止， と定式
イヒしている。
これらのユ トピア的教育の理念は，近代教育思想史
の初めの時期に， I現代教育の課題の灯J17)をかかげたも
のであるが， これらの原則は，その後の労働者の運動や
社会思想のなかで，労働者の教育要求の理念聞として受
けつがれ， ロシア革命の後のソヒ、エトにおいて，現実的
な実践的課題19)として，日程にのぼったものである。先に
述べたエフレ モフのユートピアの教育も，そのような
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ユートピア思想の灯とその後の伝統を受けついだ教育構
想であることは明らかであろう。すべての人々の職業の
自由選択との連結，社会体制の件については，すでに前
節て、ふれたとおり実現されている。
この三原則が実践的課題となったロシア革命の時期，
H. K. !7ノレプスカヤは， ["社会主義的学校の問題によせ
て」叫 (1918年)で，資本主義社会の学校の階級的教育を
批判して，社会主義社会の学校の目標と役割について，
次のようにのべた。
「意識的で組織的な社会的本能をもち，全一的なよ
く考えぬかれた世界観をもち，周囲や社会生活のなか
で生起するすべてのことをはっきり理解できる全面的
に発達した人間の教育，肉体的労働にも精神的労働に
も，あらゆる種類の労働にたいして理論のうえでも実
践のうえでも準備されており，合理的な，内容豊かな，
美しく楽しい社会生活を建設することのできる人間の
教育である。社会主義社会にはこのような人聞が必要
である。こうしづ人聞がし、なければ社会主義社会は完
全には実現しえない。」
グノレプスカヤは，このように，社会主義社会での学校，
教育の目的を定式化するとともに現実的な社会建設のう
えで教育の果す役割について述べ，社会発展と人間の全
面的発達との相互関係を，具体的な状況のなかで明らか
にし，さらに，国民の，社会の共同事業としての国民教
育を強調したのである。
エプレーモフは，未来社会を考えれば考えるほど， こ
の思想、の意味を強調しているかのようにみえる。従って
「大宇宙連合」時代の子ども達は，社会の未来を担う，
最大の財産として，暖い配慮のもとで充実した教育を受
けるのである。自然と子ども，人間のふれあいの重要性
についての教育的配慮は，彼の独断場である。そして，
労働の授業と普通の授業が交互に行われる形態での労働
と教授の結合， さらに， ["へノレクレスの偉業」や総合学習
的な「カノレタコの遺跡」の手製の船による見学等は，い
わゆるポリテフニズム(総合技術教育〉や，その一環と
も考えられる社会的有用活動，学校と実生活の結合の強
化等の思想や実践のエプレーモフによる継承・発展であ
り文学的形象化である。エフレ モフのユートピア社会
での教育構想は，ユートピア思想の伝統を受けつぎ，さ
らにソビエ卜でのその理論や実践についての自分なりの
総括のうえに，構築されたものである。
エプレーモフは， wアンドロメダ星雲』の直接の続編と
もいうべき， w蛇座の心臓.121)を 2年後に書いている。前作
では，依然として未来の目標として残されていた他の字
宙人との直接的な接触をテー 7 としている。
彼は，この作品の執筆意図を，自分の中心的な思想、を
最後まで語りたかったとのべているが，それは， ["遠い世
界からきた理性生物同志の宇宙て、の出合いは，決して偶
然的な現象ではなくて，それぞれの理性生物の歩んで、き
た歴史の一種独特な総括J22)であるとのべている。彼の考
え方からいえば， これらの両者の出合いを可能とする双
方の文明は，科学技術の面でも，社会発展の面でも，巨
大な成果をあげ，両者の世界は，社会発展の高度な段階
を達成していなければならない。とすればそれを可能と
した理性生物は，理性の面でも，兄弟の関係に近しい者
同志である。
『アンドロメダ星雲Jにおいても，他の理性生物の住
む惑星から送られてきた通信，映像についての描写があ
る。そこに写しだされた人ひ、とは，地球の人類に類似し
ている。エフレーモフの人聞の未来についての思想、は，
この理性的生物同志の友好的な，そして兄弟に近い関係
にあるものの出合いの場面に象徴さわしている。それは，
彼の生命の歴史，理性生物の歴史と未来についての独自
の解釈の総括なのでもある。
このような楽天的な，理想的な人間や宇宙についての
彼の思想や総括の根拠は， ["美」についての彼の思想を通
して，伺うことができる。エプレーモフは， wアンドロメ
ダ星雲』執筆の 7年後，自身で実験的なもの，未来の文
学への最初の試みと称した作品『かみそりの刃.i23)の主人
公，精神分析医ギーリンが，小説のなかで表明する美に
ついての思想で，それを明らかにしている。
この小説は，女性美の解釈にはじまり，美の本質，人
間の美意識の解明にまで， ["美」についてのギーリンの追
究はおよぶが，主人公を通して，エプレーモフは，美は
客観的実在として存在しているものであるとして，芸術
や芸術理論のなかの観念的な考え方を否定し，芸術を，
科学的な規定を使って，誰にでもわかる一般的な言葉で
説明することができるようにすることを提案する。一般
的な言葉での彼の美と人間の美意識についての解釈は次
のようになる。
①.美とは，あらゆる機会，あらゆる事物，あらゆる
有機体のもつ合目的性の最高の段階であり，それらの
矛盾的諸要素の調和的統一，調和的結合の最高段階で
ある。
② したがって，美しい線，美しい形，美しい組み合
わぜは，数百万年にわたる自然淘汰の結果，自然によ
って成し遂げられた合目的の解釈であるか，あるいは
美的なものの探究(すなわち，ある事物にとってのも
っともふさわしL、形態の探究)の過程で人聞が発見し
た合目的性の解釈である。
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③.人聞にとっては，美の把握は本能的なものとして
以外に考えることはできない。美の把握は，人類の数
十億年という長い世代の無意識的な経験および数千年
の世代の自覚的な経験により人間の意識下の記憶のな
かに定着したものである。(ちなみに，女性美も，われ
われに先立つ人類の各世代が生存競争および種の存続
にとってより安定したもの，より万能なもの，より有
利なものを選び出す努力のなかで獲得した経験，その
経験がわれわれの潜在意識のなかに凝縮したものであ
る。〕
④ われわれの美に対する感覚，意識は，すべて潜在
意識の奥深いところにその基礎をもち，それが思考の
過程で、浮び上ってきて意識と接触し，はっきりとした
理解となり，心理に反映する。
⑤.さらに，人間の遺伝の機構は，新しい人聞を創り
出すために必要なあらゆる情報を担っているだけでは
なく，本能や脳の意識下の働きという形で，過去の世
代の記憶をも担っている。
以上の美についての主張(仮説〉は，飯田24)のいうよう
に， I思想の根幹にあるものは，数億年にわたる地球上の
生命の進化の歴史であり，生命が環境への適応を軸にし，
絶えまない困難の克服を通じて，より高度な適応を達成
してきたという認識である。そこには，古生物学者とし
ての長い間地球の歴史，地球上の生命の歴史に具体的に
取り組んできた作者エプレーモフの目」が確かに認めら
れ，人間の進化に至るまでの数十億年の生命の歴史とそ
れに裏づけられた，数千年後の人間の社会への発展的な
見通し，楽天的な確信は，重みを持って，われわれにせ
まるので、ある。
このような美 合目的性に向うすべてのものの合理的
解決 についての，とりわけ人類の発展についてのエプ
レーモフの確信は，ゆるぎないものである。従って，そ
の総括は，同様な発展をたどるにちがいない。そして，
理性においても，様姿においても，地球人と兄弟のよう
な，他の理性生物との出合いなのである。
さて，視点を，彼がこの小説の目的としたもう一つの
面に向けたい。彼は， この小説の目的を人間の心理的本
質を認識することが，将来の人間教育の科学的基礎を作
るうえに，いかに重要であるかを示すことであるとのべ
ている。彼が未来の社会を考えるうえで，いかに人間の
教育を重重要な事と考えていたかは先にも示した。だが，
人間の心理的本質を認識することについての，また，人
間の教育を考えるうえでの，美や美意識についての着目
や深い関心は， (美についての彼の仮説の独自性や，小説
でのその実証の過程を一旦，考慮の外におくとしても)，
ソピエト=ロシアの社会思想や芸術，教育の歴史をふり
かえる時，必ずしも彼独自のものではないことに気づく。
ソビエト=ロシアの社会思想や芸術や教育の思想の歴
史と伝統のなかに，人間の現実に対する美的対応を追い
求めた歴史をみることは，それほど困難なことではない。
その伝統の解明は他にゆずるとして25) 例えば，ソビエト
の教育(学〕拘は，子どもの全面的発達を培う領域として，
知育，徳育，体育，総合技術教育，労働教育とともに，
切りはなせない部分として，自然と社会，人間相互の関
係のなかにある美を理解できるようになることを目的と
する美育をしっかりと位置づけている。
さらに，そのような全面的に発達した人間なしでは形
成されない共産主義社会は，1国民の根本的生活要求の充
足を保証することによって，たえず自分の美感覚を発展
させ，現実に存在する美を無制限に享受し，美の法則に
従って世界を変革するという可能性を国民に与える。」町
ものとして考えられている。エプレーモフは，このよう
な国の思想・芸術・教育の伝統のすぐれた継承者なので、
もある。
四
速い未来を想定して書かれたわけでもない『かみそり
の刃』のなかでも，すでに，エフレーモフは， rアンドロ
メダ星雲jのなかに数多く登場する未来の美しい人聞を
示唆している。
小説で中心的存在として活躍するギーリンは，若き精
神生理学者・美学者である。そしてヒロインは，美しい
体操の教師である。人間の全面的発達の理念であり，ま
たそれを達成する過程である人間の精神的発達と肉体的
発達の統一を，彼はこの二人の主要な登場人物に担わせ，
各々の美を強調するとともに，両者の精神的結びつきの
うちに形象化している。
この人間の精神的発達の素晴しさの形象，ギーリンに，
作者エフレーモフの自画像の一部を感ずる時，われわれ
は，そこに科学者と芸術家の統ーした姿，科学と芸術の
結合を見出すのである。
科学による自然や社会の理論的認識の積極的役割につ
いては，いまさらふれるまでもない。ところで，先にも
ふれたソビエトの美学は， Iわが友よ，理論は灰色だが，
しかし，生命の永遠なる樹はみどりだJ28)というゲーテの
ことばを引用しながら，理論的認識について，それは現
実のいきいきした多様さが消失してしまう抽象・普遍へ
と昇華し，それがいかに重要であり必要であろうとも，
世界の認識は，それのみに局限されるものではない，と
のべている。人聞はリアノレな個々の事象をそのいきいき
とした直接的なものを通じて観察し，意味づけ，評価す
るという，ゆたかな精神的経験をもたねばならず，その
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ようなものの重要な手段が現実にたし、する美的関係なの
である。美的な意識は，実在する物象を統一的にとらえ，
具体的形象をつくり出すのである。すなわち，現実にた
いする美的関係は，理論とともに，現実を認識する一つ
の方法として，それと相補うものである阻止位置づけら
れる。
論旨を再びエフレーモフそのものに向けよう。最初に
ふれたように，彼は， ソビエ卜の古生物学界の先進的存
在である。アメリカと競い合った古生物(恐竜)の発掘
競争で先進的役割を果たした世界的に著名な存在であ
る。また地殻中の古生物の発見に手がかりを与える新し
い学問分野，タフォノミア (Ta中OHOMHl1)の創始者であり
生物学博士であった。さらにそれ以後の創作活動により
ソビエト SF界の中心的存在となった。その代表作『ア
ンドロメダ星雲』が，単にそのプロットや着想の奇抜さ
からだけではなく，その内容の哲学的，社会的性格から
もソどエトを代表する作品として， S F小説といわれる
小説のジャンノレで、世界的に認められているとすれば，わ
れわれは，科学者エフレーモフに，芸術家エプレーモフ
の評価をも加えなければならなし、。
『かみそりの刃』で，人間の精神的発達と肉体的発達
の統ーした美しさを語いあげたエプレーモフは，自身の
うちに，世界についての科学的認識(理性的認識〕と芸
術的認識(感性的認識〕の能力を統一的に発達させてい
たといわねばならない。
われわれが検討してきた『アントロメダ星雲』に描か
れたユ←トピアは，このような資質をそなえ，ソビエト=
ロシアの美的伝統を継承した個性による世界の認識であ
り，人間とそれが創造してし、く世界の限りない発展への
確信の表明であった。
各々の節で解明したように，ユートピアもそこでの教
育も，それまでの伝統的理念や理論，そしてその後の発
展や実践の先進的部分を継承したものであった。それら
の理論的達成や実践的成果を十分にふまえているが故に
彼の形象は，現在の時点で，説得力をもちリアノレにわれ
われにせまるのである。彼のユートピアは，少なくとも，
社会制度や教育についていえば，現在に至るまでの理論
的成果や実践的達成のうえに立って，今後めざされる方
向を示す形象に他ならない。
ユ←トピア思想という点からのべれば，先にふれた田
村や木々@福島の見解は理解できるように思われる。現
代のユートピア思想は，彼等の語ったことを欠くことの
出来ない条件とするのではないだろうか山、ずれにしろ，
エプレーモフのユートピアは諸科学の成果とその総括に
よる科学的な現実の認識に加えて，実在の物象を統一的
にとらえる現実的な美的認識の結合を提起しているので
ある。
教育学の観点からいえば，彼が， この小説のなかで，
文学的形象を通して示した未来の学校と教育，教育に対
する社会全体の関心と配慮等，あらためて形象化された
教育理念のいくつかは，その実現をめざす，それが可能
な条件をつくる実践的活動の指針となるものである。ま
た，精神的発達と肉体的発達の統 ，理論的認識と芸術
的認識の統ーした発達は，全面的に発達した人間の形成
の重要な課題として，検討されるべきものであろう。
だが序ですでにふれたように，小論は，エプレーモフ
の描いた社会と教育についての形象とそれを生み出した
思想的基盤を明らかにしたにすぎない。人間の形成・教
育とし、う観点からいえば，社会の発展と人間の形成。発
達の関係，生産的労働を軸とする人間の全面的発達とそ
のための労働のあり方・ポリテフニズム(総合技術教育〕
の総合的理解叩さらに人間の認識活動における美と美
的認識の役割等，提起された問題の解明は，今後の課題
として残されている。覚書としたのは，エフレーモフが
提起した問題を，教育学の立場から明確にする必要性を
思ったからである。
現在，われわれが直面しているもっとも重要な核によ
る人類絶滅の危機は，エフレ モフが約30年前に予想し
ていた事態である。エプレーモフは，人間の理性を信頼
し，楽天的なその結末を予想した。われわれは，現実に
存在する美を確信し，そのような現実に美的に対応しな
ければならない。
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